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2012年 1月時点で WAM NET に登録されている A 県内の介護老人福祉施設（353施設）を
調査の対象施設とし、1施設あたり 3名（合計 1,059名）の介護職員を調査対象者とした。介護
職員 3名の選定については、各施設の施設長に一任した。調査方法は、無記名の自記式質問紙


























析対象者の基本属性は、表 1に示すとおりである。性別は、「女性」が 54.9％、「男性」が 45.1
％であり、女性の割合がやや高かった。年齢構成は、「30～39歳」が 38.2％と最も多く、以下、
「30歳未満」が 37.5％、「40～49歳」が 17.4％、「50歳以上」が 6.9％の順であり、平均年齢は
33.7（±8.8）歳であった。介護福祉士資格は、「あり」が 72.0％であった。現在の職場での勤
務年数は、「5年以上」が 49.0％と最も多く、以下、「1～3年未満」が 22.4％、「3～5年未満」




























て、第 1因子は「仕事・教育研修体制（7項目）」、第 2因子は「仕事の明確さ（3項目）」、第 3
因子は「仕事の量・時間（4項目）」、第 4因子は「専門性の認知（3項目）」、第 5因子は「給与
（2項目）」とそれぞれ解釈した。また、信頼性（内的一貫性）について Cronbach の α 係数を








































修体制」が 3.43（±0.69）点、第 2因子の「仕事の明確さ」が 3.37（±0.81）点、第 3因子の
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